
 

 2月の有名な行事といえば、節分をあげる方が多いのではないでしょうか。 

「鬼は外！福は内！」という掛け声が連想されますが、文字通り鬼を外へ払い、福を呼び

込めるように、という意味が込められています。 

では、節分って何月何日？と聞かれると、これまでは 2月 3日と答える方がほとんどだ

ったのではないでしょうか。しかし、今年の節分はなんと 1897年以来、実に 124 年振

りに 2月 2日でした。なぜでしょう？ 

そもそも節分というのは、立春の前日となっており、固定された日ではありません。国立

天文台が発表している「暦象年表（れきしょうねんぴょう）」で、2021年の立春が 2月 3

日となっているので、その前日である 2月 2日が節分になるということだそうです。 

でも、なんで立春が 2月 3日になったの？って思いますよね。 

これは地球の公転周期が、1 年の 365 日と微妙にズレている

からだそうですが、なんだか難しい話です。ちなみに 1984年の

節分は 2 月 4 日だったそうで、これは記憶にある方もいるかも

しれませんね。 

 

  

 

 今年度、西一社第二公園では、古くなった遊具の取替えを行い、新しい遊具が設置されま

した。新しくなった遊具で楽しく遊んでいただけると嬉しいです。 

今後も地域の皆さまの声をもとに、安心・安全・快適な公園を目指して維持管理を行っ

ていきます。お気付きの点があれば土木事務所までお問い合わせください。 

 

    

↑ブランコ                ↑グローブジャングル 

節分は何月何日？ 
遊具の更新について 



 

土木事務所では、凍結しやすい橋、交通量の多い幹線道路や日光の当たりにくい坂道など、

路面凍結の恐れがある箇所の対策のため、パトロールや凍結防止剤の散布をしています。 

また、凍結・積雪時は道路が滑りやすくなることで、事故が発生しやすくなります。混

雑も予想されますので、滑り止めタイヤの装着や、速度を抑えた運転、時間に余裕も持っ

た行動を心がけましょう。 

 

 
 

                                          

道路の凍結にはご注意を⛄ 
名東土木だよりバックナンバーは名古屋市のトップページ http://www.city.nagoya.jp 

からサイト内検索「名東土木だより」でご覧いただけます。 次号もご期待ください。 
  

令和 2年 10月に上社小学校２年生 12名が学区探検として名東土木事務所に来てく 

れました。                                

土木事務所の仕事紹介映像から始まり、所内を探検し、最後にパトロールカーの見学

をしました。熱心にメモを取り、仕事や道具に対する質問をし、そして興味津々でパト

カーを見るなど、元気いっぱいでした。 

後日、その元気いっぱいの１２名から「おれいじょう」が届きました。道路、公園の

遊具、パトロールカーのことなどが詳しく書いてあり、短い時間の中でとっても多くの

ことを知ってもらえたようで嬉しかったです。来年も楽しみにしていますね。 

 

    

上社小学校学区探検 


